
               
 

   

                  

                                    

          

吉
田
議
員 

 

市
指
定
ご
み
収
集
袋

の
強
度
が
弱
く
な
っ
た

問
題
で
、
６
月
定
例
議
会

で
被
害
者
で
あ
る
市
民

に
対
し
て
お
詫
び
と
市

の
対
応
に
つ
い
て
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

で
説
明
す
る
よ
う
求
め

た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
市
は
、

早
い
時
期
に
報
告
し
た

い
と
答
弁
し
た
が
、
な
ぜ

２
ケ
月
も
遅
れ
た
の
か
。 

   

松
井
市
長 

 

市
広
報
と
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
早
く
伝
え
る
こ

と
を
考
え
て
い
た
が
、
昨

年
度
の
ご
み
袋
の
各
取

扱
店
の
入
れ
替
え
が
済

む
ま
で
広
報
を
控
え
て

い
た
。 

 

も
っ
と
早
い
時
期
に

報
告
す
べ
き
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。 

  

吉
田
議
員 

 

市
は
市
民
の
暮
ら
し

を
何
よ
り
も
最
優
先
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責

務
が
あ
る
。
こ
の
責
務
を

果
た
そ
う
と
す
る
な
ら

ば
早
く
お
詫
び
を
出
し

て
、
一
刻
も
早
く
強
度
を

満
た
し
た
ご
み
袋
を
配

置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
し
な
か
っ
た
。 

 

８
月
中
旬
に
職
員
が

各
店
舗
を
回
っ
て
、
新
し

い
ご
み
袋
と
交
換
し
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
市
の

対
応
は
適
切
で
は
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

辻
本
環
境
事
業
部
長 

 

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
万
全

の
体
制
を
取
っ
て
い
き

た
い
。 

         

   

吉
田
議
員 

 

６
月
定
例
議
会
で
市

に
対
し
て
、
住
む
地
域
に

よ
っ
て
収
集
日
数
に
差

が
出
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
民
に
不
公
平
感
が
あ

る
と
質
し
た
。 

 

市
は
す
べ
て
の
祭
日

と
振
替
休
日
の
対
応
に

は
困
難
で
あ
る
が
、
年
間

を
通
じ
て
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
不
公
平
感
が
生
じ

な
い
よ
う
に
し
た
い
と

答
弁
し
た
が
、
今
後
の 

 
 

    

吉
田
議
員 

 

定
員
管
理
計
画
に
よ

る
人
員
削
減
や
、
仕
事
の

複
雑
化
に
よ
り
職
場
に

よ
っ
て
は
、
長
時
間
労
働

が
常
態
化
し
て
い
る
。 

 

市
に
お
け
る
職
員
の

超
過
勤
務
の
状
況
は
ど

う
か
。 

 
松
井
市
長 

 

人
件
費
の
削
減
の
た

め
に
職
員
の
採
用
を
押

さ
え
て
き
た
こ
と
や
、 

   

市
の
方
針
に
つ
い
て
尋

ね
た
い
。 

 

松
井
市
長 

 

海
の
日
に
つ
い
て
は

特
別
徴
収
を
お
こ
な
っ

た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の

祝
祭
日
に
つ
い
て
は
、
職

員
の
出
勤
体
制
等
、
ク
リ

ア
す
べ
き
課
題
も
あ
り

困
難
な
状
況
に
あ
る
。 

 

吉
田
議
員 

 

桜
井
市
の
近
隣
の
自 

     

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
策
定
す
る
部
署
で
結

果
的
に
超
過
勤
務
が
増

え
た
。 

   

吉
田
議
員 

 

本
来
、
残
業
と
は
臨
時

的
な
仕
事
に
対
応
す
る

も
の
で
、
恒
常
的
な
残
業

と
い
う
の
は
明
ら
か
に

人
員
不
足
で
あ
る
。 

 

職
場
で
は
人
が
足
り 

   

治
体
で
も
、
大
和
高
田
市
、

橿
原
市
、
五
條
市
、
宇
陀

市
な
ど
で
は
祭
日
や
振

替
休
日
で
あ
っ
て
も
収

集
業
務
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。 

桜
井
市
で
も
実
施
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

松
井
市
長 

 

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
が
来
さ
な
い
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。 

    

な
い
、
仕
事
も
複
雑
で 

残
業
も
多
い
。
あ
る
い
は
、

職
場
内
で
の
人
間
関
係

が
う
ま
く
い
か
ず
、
精
神

疾
患
に
よ
る
休
職
者
が

増
加
し
て
い
る
。
市
と
し

て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
が
必
要
で
は
。 

 

松
井
市
長 

 

職
員
に
対
し
て
健
康

相
談
実
施
案
内
を
毎
月

お
こ
な
い
、
希
望
者
に
つ

い
て
は
産
業
医
に
よ
る

相
談
の
機
会
を
設
け
て

い
る
。 

 吉田ただお 

９月議会報告 
 

２０1５年１１月号 

ＮＯ．５８号 

 

    Ｎｏ、４3号 

９
月
定
例
議
会
が
９
月
３
日
か
ら
２４
日
ま
で

の
２２
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
は
松
井
市
長
か
ら
出
さ
れ
た
、
平
成
２６
年
度
一

般
会
計
決
算
認
定
と
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て
反
対
を
し
ま
し
た
。 

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
３
点
に
つ
い
て
市
長

を
質
し
ま
し
た
。 
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市指定ごみ収集袋強度不足 
欠陥品と分かりながら放置し続けた環境事業部 

な
ぜ
報
告
が
遅
れ
た
の
か 

入
れ
替
え
が
済
む
ま
で 

控
え
た 

市
民
の
暮
ら
し
最
優
先
に 

可
燃
ご
み
の
収
集 

祭
日
・振
替
休
日
で
も
実
施
を 

市
職
員 

精
神
疾
患
に
よ
る
病
気
休
職
増
加 

職
場
に
よ
っ
て
は
超
過
勤
務
が
常
態
化 

 

市指定有料ごみ収集袋 

精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
は
、

そ
れ
以
外
の
３
倍
に
も 

 



                                    

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                      

                                    

                                    

                                    

     

２０１４（平成２６）年度桜井市一般会計決算認定に反対 

 日立造船とのごみ焼却炉等長期管理運営委託費に６億

８千万円が支出されている。日立との随意契約で１５年間

に９６億円の委託費を年度ごとに平準化したものである

が、市民一人当たりの１年間のごみ処理経費は県下で一番

高い。市から排出されるごみの量は毎年減ってきており今

後も減少することが予想され、それにともなってごみ処理

単価は際限なく上がっていく。 

したがって、日立との長期委託契約は交渉の上で見直す

べきだ。 

２０１４（平成２６）年度国保特別会計決算認定に反対 

 ２０１０（平成２２）年度から、市民生活に大きな影響

がでるにもかかわらず１４．５％の国保税の引き上げをお

こなった。その結果、国保特別会計は毎年１億円以上の単

年度黒字を出している。 

 将来のことを見据えて基金を積み立てるということも必

要なことだが、今、市民の暮らしが大変な時、税の引き下

げをおこなって、負担を少しでも軽くするということも自

治体の大きな役割である。 

「戦争法（安保法制）廃止の 

国民連合政府」の実現を 
違
憲
立
法
の
強
行
採
決
は
許
さ
れ
な
い 

日本共産党 国民のたたかいをさらに発展させ 

安倍政権をうちたおそう 
 「戦闘地域」での兵たん、治安活動、米軍防護の武器使用、

集団的自衛権―――海外での武力行使に道を開く戦争法を、

一刻たりとも放置するわけにはいきません。 

 安倍政権を打倒し、日本の政治に立憲主義と民主主義を取

り戻しましょう。 

「廃止」の政党、団体、個人が共同し 

国民連合政府をつくろう 
 日本共産党は、戦争法廃止の一点で一致する政党、団体、個人が

力を合わせて「国民連合政府」をつくることを呼びかけます。政策・

立場のちがいを互いに留保・凍結し、大同団結しょうという提案で

す。 

つぎの国政選挙で 

野党の選挙協力をおこなう 
 日本共産党は、「戦争法廃止の国民連合政府」で一致するすべての野党と選挙協力

をおこなうために、誠実に力をつくします。昨年の総選挙の沖縄１～４区では、「基

地建設反対」の一点で選挙協力しました。 

 立憲主義・民主主義・平和主義をつらぬく新しい政治をご一緒に実現しましょう 

 国民の強い反対を無視し、憲法

９条をふみにじって、戦争法を強

行した安倍政権。 

 日本共産党は、この暴挙を糾弾

するとともに、戦争法を廃止する

連合政権を提案しています。 

戦争法案の民意は 
今の国会で成立させる必要ない 

  

説明がつくされていない 

  

６８％ 

７５％ 

戦争法（安保法制）廃止を訴える吉田議員 

「朝日」９月１４日付 

 

生活相談はこちらへ 
吉田ただお事務所 （４３）６２１３ 

 

 

  

国保税の引き下げを 


